
広報
　　緩

●●

』
■発行　新潟県松代町役場総務課電話松代7一一2220番 平成3年11月1旧第384号

（
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

難

　
　
　
　
め

灘
灘
麟

鞭鐵い

戴

曇

舞
懸

叢

　
　
　
　
懸

顯
響
醗

㎜
　
　

耀
㎜

懲
灘
蹴
脚願

　
∞
灘

《人ロの動き》

10月末現在

男2，548（一8）女2，597（一10）計5，145（一18）

出牛5　死亡5　蘇入Fi　藍申匁

世帯数1，519（一2）



””II”IllII”II”II””1””1””1””ll”1こうほう・まつだい（3．H月号）II”II”III””””1”1””1””1”1”lll”II”II”1”IIII”II”Illl”1”II”1””Illl”IIll”II”III”1”1”III”1””III”1”III””””ll2”lllllll”II”

命

　　　　　　　リ　　　　ノ ＼『

麺ユ！穿ノ・ノ’、貯・

’　　　　　 ＿

　、　
o
．

　＼、．



lll川III川II”””1”II”1”川””””1川1”Il”1””III”IIIllII””1”Il””ll川”””””1”IllIII”1”IIIIll川Ill”ll”川”III””1”1

宿
泊
施
設
も
来
年
度
建
設
へ

　
最
近
、
レ
ス
ト
ビ
レ
ツ
ジ
峰
を

ご
利
用
の
方
は
ご
覧
に
な
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、
今
、
芝
峠
温
泉

の
周
辺
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
農

村
基
盤
総
合
整
備
事
業
、
団
体
営

地
滑
り
関
連
事
業
、
地
滑
り
対
策

事
業
の
三
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
費
は
、
農
村
基

盤
総
合
整
備
事
業
が
一
億
五
千
万

円
、
団
体
営
地
滑
り
関
連
事
業
が

五
千
万
円
、
地
滑
り
対
策
事
業
が

二
千
百
四
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
よ
り
、
温
泉
周
辺
な
ど

の
道
路
改
良
、
農
村
公
園
用
地
の

整
備
、
　
「
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」

前
の
駐
車
場
整
備
な
ど
（
図
参
照
）

が
、
主
な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
村
公
園
に
は
、
運
動
広
場
、

ふ
れ
あ
い
広
場
、
ち
び
っ
こ
広
場

な
ど
が
造
ら
れ
、
運
動
広
場
に
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
、
ふ
れ
あ
い

広
場
に
は
管
理
棟
、
ち
び
っ
こ
広

場
に
は
遊
具
が
設
置
さ
れ
、
子
供

　
　
　
　
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

　
　
　
　
し
め
る
公
園
が
計
画
さ

レスト整備が進む芝峠　左側の建物カ
ビレツジ峰」

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
す
べ
て
の
完
成
に

は
、
四
年
く
ら
い
か
か

る
予
定
で
す
．

　
来
年
に
は
、
宿
泊
施

設
が
約
三
億
円
の
建
設

費
で
「
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
峰
」
に
併
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

同
地
域
に
は
、
当
町
の

観
光
の
核
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
．
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》午
前
11
時
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

◆
」

ロ
・
マ
ン
2
4
i
n
ま
つ
だ
い

　
刈
り
入
れ
の
終
わ
っ
た
ば
か
り

の
田
園
を
眺
め
な
が
ら
2
4
時
間
走

り
継
ぐ
、
町
主
催
（
新
潟
日
報
社

後
援
）
の
「
第
一
回
2
4
時
間
耐
久

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
が
十
月
五
、

六
の
両
日
、
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
人
が
交
代
し
て
二
十

四
時
間
走
り
続
け
、
何
周
（
一
周

2
・
1
3
キ
．
）
で
き
る
か
を
競
う
競

技
で
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
の
年
内
完
成
を
記
念
し
て
計
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
第
一
回
目
の

今
回
は
、
高
校
生
、
商
工
会
な
ど

の
地
元
6
チ
ー
ム
と
新
潟
、
柏
崎

な
ど
町
外
か
ら
の
4
チ
ー
ム
計
10

チ
ー
ム
、
百
十
人
（
監
督
含
）
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
一
時
に
総
合
体
育
館
前

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
い
よ
い

よ
「
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
」
の
開
始
。
時
計
を
見
な
が
ら

ぺ
ー
ス
を
守
り
一
人
で
何
周
も
走

る
選
手
、
力
任
せ
に
目
一
杯
走
り

一
周
で
交
代
す
る
選
手
な
ど
ま
さ

に
千
差
万
別
。
当
初
は
、
事
務
局

の
予
想
（
一
周
1
5
分
）
を
は
る
か

に
上
回
る
7
、
8
分
台
の
ハ
イ
ペ

ー
ス
も
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
次
第

に
ぺ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
、
疲
れ
が
ピ

ー
ク
に
達
す
る
夜
中
の
二
、
三
時

こ
ろ
に
は
歩
く
選
手
も
。
し
か
し

夜
が
明
け
る
と
会
場
に
は
応
援
の

人
達
も
詰
め
か
け
、
選
手
た
ち
は

「
自
分
の
足
じ
ゃ
な
い
み
た
い
」

と
言
い
な
が
ら
も
最
後
の
力
を
振

り
絞
っ
て
力
走
し
、
見
事
全
チ
ー

ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

　
足
の
痛
み
で
走
れ
な
い
選
手
が

で
る
チ
ー
ム
、
勤
務
の
都
合
で
な

か
な
か
選
手
の
そ
ろ
わ
な
い
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
を

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
肩
代
わ
り
す

る
な
ど
、
ま
さ
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
の
完
走
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
、
感
激
の
あ
ま
り

思
わ
ず
涙
ぐ
む
女
性
選
手
も
あ
り

最
高
の
盛
り
上
が
り
に
。
あ
る
選

手
は「

疲
れ
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ヤ
つ

と
を
や
り
遂
げ
た
後
の
気
分
は
爽

快
で
す
ね
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
で
す
」

と
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
昼
間
だ
け
を
走
る
選
手
、
仕
事

参加チーム及び成績

7
ソ
ン

の
合
間
を
縫
っ
て
走
る
選
手
な
ど

も
見
か
け
ら
れ
、
体
力
や
都
合
に

合
わ
せ
て
参
加
で
き
る
の
も
、
こ

の
競
技
の
魅
力
と
言
え
る
よ
う
で

す
。
来
年
は
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

順位 チ　　ー　　ム　　名 周回数 走破距離

1 TEPCO激走会（柏崎市） 165周 351．45km

2 TEAM　S　TEVIA（松代町） 151 321．63

3 上越ジョギングクラブ（上越市） 151 321．63

4 県庁ランナーズ（新潟市） 139 296．07

5 県職松代マラソンクラブ（松代町） 129 274．77

6 糸魚川市役所走酔会（糸魚川市） 129 274．77

7 奴奈川「走れ！正直者」（松代町） 125 266．25

8 松代町商工会青年部（松代町） 109 232．17

9 お～い　元気会（松代町） 107 227．91

lO ズッコケランナーズ（松代町） 102 217．26



1””””1”1”5””1”1”””1こうほう・まつだい（3．H月号）1”””””””””II””””””1”””1”””1””””””II”1”””1”””””1”””1””””川”1”1””1”III”1””II””ll”””1”II”llll””””1””II”1”1

第
3

　
　
1
回

〔
一
キ
ロ
〕
　
1
4
一
・
男
子
1

①
菅
井
貴
行
（
孟
）
　
4
分
4
1
秒

②
小
嶋
　
哲
（
孟
）
　
4
分
4
5
秒

　
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
十
三
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
十
月
六
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
前
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
」
と
の
ダ
ブ
ル
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
応
援
者
も
た
く
さ
ん
詰

め
か
け
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
松
寿

大
学
の
方
も
参
加
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
果
（
成
績
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
、

　　攣　羅轡瀞
瞳
，

③
若
月
　
純
（
奴
）
　
4
分
4
8
秒

〔
同
〕
　
1
小
一
・
女
子
1

①
小
堺
　
郁
（
蓬
）
　
5
分
7
秒

②
柳
　
早
矢
香
（
松
）
　
5
分
1
7
秒

③
柳
　
優
花
（
松
）
　
5
分
1
9
秒

〔
同
〕
　
1
小
二
・
男
子
1

①
関
谷
則
和
（
松
）
　
4
分
2
4
秒

②
柳
　
祐
也
（
松
）
　
4
分
2
8
秒

③
若
月
辰
則
（
孟
）
　
4
分
3
2
秒

〔
同
〕
　
ー
小
二
・
女
子
1

①
高
橋
亜
由
美
（
莇
）
　
4
分
5
6
秒

②
井
上
佳
子
（
蒲
）
　
5
分
2
秒

③
関
谷
佳
美
（
松
）
　
5
分
9
秒

〔
同
〕
　
1
一
般
・
男
子
1

①
山
賀
喜
四
郎
（
小
荒
戸
）
4
分
5
4
秒

〔
同
〕
　
1
一
般
・
女
子
ー

①
高
橋
あ
い
子
（
莇
平
）
5
分
8
秒

②
池
田
美
幸
（
莇
平
）
　
5
分
n
秒

〔
ニ
キ
回
〕
　
1
小
三
・
男
子
ー

①
宮
沢
健
二
（
松
）
　
5
分
4
1
秒

②
石
田
　
正
（
孟
）
　
5
分
4
8
秒

③
柳
　
貴
士
（
孟
）
　
6
分
1
秒

〔
同
〕
　
1
小
三
・
女
子
－
ー

①
斉
藤
奈
緒
美
（
北
）
　
6
分
1
秒

②
小
堺
由
樹
（
蓬
）
　
6
分
2
秒

③
山
岸
智
美
（
松
）
　
6
分
1
8
秒

〔
同
〕
　
ー
小
四
・
男
子
1

①
柳
　
大
輔
（
孟
）
　
5
分
1
7
秒

②
茂
野
　
収
（
松
）
　
5
分
1
7
秒

③
山
本
拓
志
（
孟
）
　
5
分
3
1
秒

〔
同
〕
　
1
小
四
・
女
子
1

①
瀬
沼
美
久
（
松
）
　
5
分
4
7
秒

②
石
田
智
絵
（
孟
）
　
5
分
54
秒

③
田
辺
祐
美
（
蒲
）
　
5
分
5
7
秒

〔
同
〕
　
1
中
学
・
女
子
1

①
高
橋
陽
子
　
5
分
2
9
秒

②
柳
　
亜
希
子
　
5
分
3
5
秒

③
若
井
ゆ
う
こ
　
5
分
52
秒

〔
三
キ
ロ
〕
　
1
小
五
・
男
子
ー

①
室
岡
伸
宏
（
松
）
　
1
0
分
2
7
秒

②
柳
　
芳
徳
（
松
）
　
1
0
分
4
3
秒

③
柳
　
敏
仁
（
孟
）
　
1
0
分
4
5
秒

〔
同
〕
　
ー
小
五
・
女
子
1

①
池
田
　
茜
（
北
）
　
1
0
分
2
7
秒

②
斉
藤
由
香
里
（
北
）
　
1
0
分
4
4
秒

③
池
田
友
紀
子
（
北
）
　
n
分
1
3
秒

〔
同
〕
　
ー
小
六
・
男
子
ー

①
田
辺
一
幸
（
蒲
）
　
9
分
2
5
秒

②
嶋
田
将
之
（
松
）
　
9
分
4
8
秒

③
山
岸
雅
史
（
蒲
）
　
9
分
5
5
秒

〔
同
〕
　
ー
小
六
・
女
子
1

①
西
潟
幸
子
（
奴
）
　
1
1
分
1
秒

②
村
山
和
美
（
奴
）
　
n
分
1
7
秒

③
山
賀
理
恵
（
松
）
　
n
分
2
2
秒

〔
同
〕
　
1
中
学
・
男
子
1

①
馬
場
茂
寿
　
9
分
7
秒

②
高
橋
真
治
　
9
分
4
0
秒

③
鈴
木
紀
夫
　
9
分
4
1
秒

〔
同
〕
　
1
高
校
・
女
子
ー

①
後
藤
鹿
子
（
一
）
　
1
0
分
4
秒

②
相
沢
　
希
（
二
）
　
1
0
分
2
1
秒

③
室
岡
久
美
子
（
一
）
　
1
0
分
2
7
秒

〔
五
キ
ロ
〕

①
関
谷
真

②
小
堺
友
紀

③
高
橋
伸
幸

〔
同
〕
　
1
高
校
・
男
子
1

①
高
橋
哲
也
　
1
4
分
5
秒

②
若
井
憲
一
　
1
4
分
1
9
秒

③
堀
川
秀
和
　
1
4
分
4
4
秒

ー
中
学
・
男
子
1

16
分
1
9
秒

16
分
4
0
秒

16
分
51
秒
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第

10

回
粛
園
働
梛
臼
御
風
箆
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
誓
さ
ん
郡
展
賞
受
賞

誓
さ
ん
が
郡
展
賞
を
、
彫
塑
・
工

芸
部
門
で
若
井
鷹
之
醸
さ
ん
、
写

真
部
門
で
五
十
嵐
博
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。

萎

　
郡
公
民
館
協
議
会
主
催
の
「
第

円
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
」
が

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

三
日
間
、
牧
村
の
村
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
絵
画

彫
塑
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
四

山田誓さん（松代小勤務）

　
「
松
代
に
来
た
年
に
一
度
出
展

し
ま
し
た
の
で
、
今
回
が
二
度
目

の
出
展
で
す
。
前
回
は
入
賞
し
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
の
郡
展

賞
に
感
激
し
て
い
ま
す
」

部
門
に
百
五
十
点
程
の
作
品
が
出

展
さ
れ
、
会
場
に
は
、
連
日
た
く

さ
ん
の
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

　
当
町
か
ら
も
三
十
八
点
の
力
作

が
出
展
さ
れ
、
書
道
部
門
で
山
田

灘

簾
難
“
鐸
聾

・
じ
掌

、
気

－
　
　
、
、
ダ、

亭
　

磯
舞
鋸
欝
轟

薯

　　　　　　　　齢囎鞘繊撒脚鰍榊脚燃懲繍．翻撒：働燃燃蝋聞鰍

〔書道部門〕郡展賞「和歌一首」

〔
彫
塑
・
工
芸
部
門
〕
奨
励
賞

　
　
　
「
夢
追
い
ひ
ょ
う
た
ん
」

〔写真部門〕奨励賞

　　「ナナカマドと荒沢岳」

若井鷹之醸さん（蓬平）

　
「
お
陰
様
で
三
回
目
の
奨
励
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

自
信
が
な
か
っ
た
の
で
出
展
を
見

送
ろ
う
か
と
も
考
え
た
の
で
す
が
、

思
い
も
よ
ら
ず
に
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
て
、
大
変
う
れ
し
い

で
す
」

五十嵐博さん（松代）

　
「
友
人
が
郡
展
に
入
賞
し
て
か

ら
、
私
も
出
展
を
始
め
ま
し
た
。

今
ま
で
に
、
五
回
ほ
ど
出
展
し
て

い
ま
す
が
、
入
賞
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
の
作
品
は
例
年
よ
り
で

き
が
悪
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
入
賞
に
驚
い
て
い
ま
す
」
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戴
乎
友
－
の
張

ス
ミ
セ
イ
健
廉
財
団
貧
受
賞

　
「
太
平
友
の
会
」
　
（
高
橋
庄
市

郎
会
長
）
が
、
こ
の
ほ
ど
第
六
回

ス
ミ
セ
イ
健
康
財
団
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
健
康
増
進
に
努
め
て

い
る
全
国
各
地
の
団
体
を
応
援
し

よ
う
と
、
住
友
生
命
健
康
財
団
が

六
年
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
本
年
度
は
全
国
で
百
五
十
、

県
内
で
は
三
団
体
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
・
。

　
「
太
平
友
の
会
」
は
、
　
「
部
落

民
の
意
見
交
流
と
子
供
た
ち
の
健

全
育
成
」
を
目
的
と
し
て
昭
和
五

十
年
に
結
成
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
主
催
や
参

　
　
　
　
　
口
H
、

▲　受賞を喜ぶ太平友の会の皆さん

カ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
行
事
の
主
催
な

ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
五
＋
七
年
に

も
郵
政
省
よ
り
ラ
ジ

オ
体
操
で
表
彰
さ
れ

る
な
ど
、
町
内
で
も

模
範
的
な
団
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
受
賞
に
よ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

脅タイヤ饅學⑫侶4
高柳購翼　麹繭町

松代町

　　凡例
cコ　　　スパイクタイヤ
　　　使用禁止地域

C念除外地域

〉　　響臼町布

　　　索村　松之　山町　　　里

　　　　村＼　 津南町，＿．
国道
353号線

大
　
　
島

　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
安
塚
田

㈱概
　
　
　
　
村

翻
　
　
　
牧

　
　
線

　
道
号

　
国
㈱

　冬を間近に控え、冬タイヤの準備はおすみですか！

　スパイクタイヤは指定地域外や、積雪、凍結路を除き使用禁止

となりました。

　上記地図のとおり、松代町、松之山町、大島村等の町村が指

定地域から除外されましたが、十日町市や浦川原村等の市町村

は使用禁止地域となっており、町外へ出る場合には、スパイク

タイヤは事実上使用できなくなりました。

　スパイクタイヤの使用ができないと事故の多発が予想されま

す。スピードは控えめにし、事故を起こさないよう注意してくだ

さい。なお、罰則規定は、平成4年4月1日から適用されます・
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　　　　　　第13回町民健康マラソン大会〉
　　　　　　　　（6日　町民グランド）

リレーマラソン

，
｛

　
　
　
　

　
　
　
　
駄

　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
廼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
　

ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麹

　　　　　　第》

　　　　＿バ回
　　　　13レ町
　　　　日i長
　　　　　ボ杯
　第準優町1争・
　　　　総ル奪
　位勝勝合大
　　　　体会
　松松松育
　代之城館
（バ山バ）
参レ高レ
加1校l
IOチチチ
チI　I
lムムム
ム

）

響

職
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蛾
撮

“
鰍
關
－
熱
騨

灘
懸燃

撚
熱
…
㎜

灘
灘

．
撚
縢
燃

　
　
　
　
ヤ

騰
一
鷺

く1町長杯争奪ゲートボール大会
　（15日　町民グランド）

　　　　　優勝犬伏Aチーム
　　　　　準優勝　蓬平チーム

　　　　　第3位松代Cチーム

1鑓齢

懸　躍
懸、『

磯螺
　　　　　　　　　瓢幽

久醐醐縫榊闇

灘
嚢
職導

灘
撚

　
．
騰環翻

第
5
回
親
善
少
年
剣
道
大
会

ぐ
（
2
7
日
　
町
総
合
体
育
館
）

難
灘
、

黙’nl罫

繍轟



”ll”IIllllIllII”III””1””””“””1”1こうほう・まつだい（3．I　I月号）””ll”II””ll”II””””””III”1”1”1””ll”””II”IIIIll”1”II”””1”lllII”II”Il””II”1””“1”III””II”II””1”1”1”1101”””1”1”II

　
　
　
　
　
　
（
九
一
　
八
月
号

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
少
し
大
き

　
　
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
と
同
じ
位
。

頭
か
ら
胸
に
か
け
黒
く
、
白
い
眉

が
あ
っ
て
、
尾
を
い
つ
も
上
下
に

動
か
し
て
い
る
、
ス
マ
ー
ト
な
白

と
黒
の
鳥
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
白
と
黒
の
ス
マ

ー
ト
な
鳥
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
で

す
。　

松
代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ

ま
す
が
、
同
じ
仲
間
の
キ
セ
キ
レ

イ
よ
り
個
体
数
は
少
な
い
鳥
で
す
。

　
本
種
は
、
ス
ズ
メ
目
セ
キ
レ
イ

科
に
分
類
さ
れ
、
日
本
特
産
種
で

す
。
生
息
環
境
は
、
山
地
の
渓
流

か
ら
河
川
、
湖
沼
、
水
田
、
湿
地
、

村
落
な
ど
に
、
留
鳥
も
し
く
は
漂

鳥
と
し
て
生
息
し
、
松
代
町
で
は

渋
海
川
沿
い
に
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
垂
直
分
布
的
に
み
ま

す
と
、
低
地
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で

生
息
し
、
標
高
一
五
〇
〇
m
位
ま

で
が
生
息
域
で
す
。

、
掬
、睡

購

騰難
野

零
　
キ
セ
キ
レ
イ

シ
リ
ー
ズ
五
二
）

く
、

シ
リ
ー
ズ
⑮

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
松
　
永

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗

　
と
こ
ろ
力
　
近
年
ハ
ク
セ
キ
レ

イ
の
個
体
数
の
増
加
や
生
息
域
の

拡
大
か
ら
、
本
種
と
ハ
ク
セ
キ
レ

イ
が
同
一
環
境
に
生
息
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
い

が
多
く
な
り
、
両
種
に
よ
る
番
形

成
、
交
雑
の
観
察
記
録
が
出
て
お

り
ま
す
。

　
本
種
は
、
頭
部
か
ら
背
、
腰
、

上
尾
筒
に
か
け
て
濃
黒
色
、
翼
は

白
色
で
、
風
切
羽
の
先
は
黒
い
。

尾
は
や
や
長
め
で
中
央
部
は
黒
色
、

外
側
の
尾
羽
根
は
白
色
で
す
。
顔

は
黒
色
で
、
額
か
ら
続
く
眉
斑
及

び
喉
は
白
色
。
胸
は
黒
色
で
腹
か

ら
脇
、
下
腹
、
下
尾
筒
は
白
色
、

嗜
は
黒
色
で
す
。
雌
雄
は
ほ
ぼ
同

大
で
、
全
長
二
百
十
㎜
で
、
常
に

尾
を
上
下
さ
せ
な
が
ら
動
き
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
尾
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
シ
リ
タ
タ
キ
、
イ
シ
タ
タ
キ
、

ス
ナ
ス
ク
イ
、
オ
ッ
ポ
ピ
ン
な
ど

の
方
言
が
あ
り
、
松
代
町
で
は
セ

キ
レ
イ
を
総
称
し
て
、
イ
シ
ク
ナ

ギ
と
か
イ
シ
コ
ナ
ギ
と
呼
ん
で
い

る
よ
う
で
す
．

　
尾
を
上
下
に
振
り
な
が
ら
、
河

原
や
水
田
な
ど
で
通
常
は
雄
雌
で

生
活
し
、
主
に
水
辺
の
地
上
を
歩

き
な
が
ら
昆
虫
類
の
カ
ワ
ゲ
ラ
、

ト
ビ
ケ
ラ
、
ケ
ラ
、
ゴ
ミ
ム
シ
、

ガ
、
ト
ン
ボ
や
ク
モ
、
カ
タ
ツ
ム

リ
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

　
雪
が
消
え
始
め
る
三
月
中
旬
過

ぎ
頃
か
ら
、
水
辺
の
崖
地
、
土
手

の
く
ぼ
地
、
河
原
の
石
の
下
、
草

の
根
元
な
ど
に
、
植
物
の
茎
、
枯

れ
葉
、
細
根
、
樹
皮
な
ど
を
使
い
、

椀
形
の
巣
を
作
り
ま
す
。
巣
の
内

側
に
は
、
柔
ら
か
い
獣
毛
や
人
間

の
髪
の
毛
な
ど
を
敷
き
つ
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
家
の
屋
根
や
高
い
ビ

ル
の
く
ぼ
地
に
も
巣
を
作
り
ま
す
。

　
巣
が
で
き
あ
が
る
と
毎
日
、
灰

白
色
地
に
灰
褐
色
の
小
斑
が
点
在

す
る
卵
を
一
卵
ず
つ
産
み
、
四
～

六
卵
に
な
る
と
雌
雄
が
交
代
で
卵

を
温
め
は
じ
め
ま
す
。
雌
は
特
に
、

夜
間
も
ず
っ
と
巣
内
に
こ
も
り
翌

朝
ま
で
卵
を
温
め
て
い
ま
す
。

　
卵
を
温
め
は
じ
め
て
十
一
日
か

ら
十
三
日
ほ
ど
で
、
卵
か
ら
そ
ろ

っ
て
ヒ
ナ
が
か
え
り
ま
す
。
ヒ
ナ

が
ふ
化
す
る
と
雌
は
ヒ
ナ
を
温
め
、

こ
の
時
期
の
餌
運
び
は
圧
倒
的
に

雄
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
ヒ
ナ

役
場
で
健
康
手
＝
ツ
ワ
を

　
　
全
自
動
血
圧
計
設
置

　
「
役
場
に
来
ら
れ
た
方
に
気
楽

に
血
圧
を
測
定
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
、
こ
の
ほ
ど
役
場
二

階
の
住
民
課
フ
ロ
ア
ー
に
全
自
動

血
圧
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
腕

を
機
械
に
通
し
て
、
ス
イ
ッ
チ
を

押
す
だ
け
で
簡
単
に
血
圧
が
測
れ

る
便
利
な
も
の
で
す
。
血
圧
が
デ

ジ
タ
ル
で
表
示
さ
れ
る
ほ
か
、
紙

に
も
プ
リ
ン
ト
さ
れ
ま
す
の
で
記

録
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
．

　
役
場
に
お
い
で
の
節
は
、
ぜ
ひ

血
圧
を
測
定
し
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
「
血
圧
を
測

り
に
役
場
に
行
こ
う
」
な
ん
て
方
、

も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
で
す
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。▲設置された全自動血圧計で血圧を

　測る来庁者

＼、＿
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が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
雌
の
餌
運

び
が
多
く
な
り
ま
す
。
ヒ
ナ
に
与

え
る
餌
は
普
段
食
べ
て
い
る
物
と

同
じ
で
す
が
、
河
原
で
は
小
魚
も

餌
と
し
て
ヒ
ナ
に
与
え
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ヒ
ナ
は
餌
を
食
べ
る
と
、
尻
を

左
右
に
小
刻
み
に
振
る
わ
せ
な
が

ら
巣
の
縁
に
出
し
て
糞
を
し
ま
す
。

　
親
は
、
子
育
て
初
期
の
ヒ
ナ
の

糞
は
そ
の
場
で
食
べ
ま
す
が
、
ヒ

ナ
が
大
き
く
な
る
と
巣
外
に
運
び

出
し
て
捨
て
ま
す
。
親
が
一
生
懸

命
育
て
て
い
る
の
に
、
こ
の
ヒ
ナ

を
カ
ラ
ス
が
襲
っ
て
食
べ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
親
鳥
は
な
す
す
べ

も
な
く
鳴
い
て
カ
ラ
ス
を
追
う
の

み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
都

会
の
カ
ラ
ス
に
も
み
ら
れ
、
多
く

の
鳥
の
ヒ
ナ
、
卵
が
カ
ラ
ス
に
襲

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
動

物
の
世
界
の
厳
し
さ
で
し
ょ
う
か
。

　
本
種
の
鳴
き
声
は
、
ビ
ュ
イ
ッ
、

グ
ジ
ュ
グ
ジ
ュ
と
鳴
き
、
さ
え
ず

り
は
、
チ
チ
ウ
ッ
ピ
ッ
ピ
ピ
ー
チ

ュ
チ
ュ
チ
ュ
と
鳴
き
ま
す
。
ま
た

飛
び
立
つ
時
に
、
ビ
ッ
と
鳴
き
ま

す
。　

筆
者
の
勤
務
す
る
津
川
町
で
は

常
浪
川
の
河
原
に
本
種
と
ハ
ク
セ

キ
レ
イ
が
共
存
し
、
キ
セ
キ
レ
イ

は
、
常
浪
川
の
支
流
に
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝
も
や
の
中

で
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
や
ハ
ク
セ

キ
レ
イ
な
ど
の
鳴
き
声
を
聞
き
な

が
ら
麟
麟
山
の
紅
葉
の
始
ま
っ
た

姿
を
見
る
と
、
心
洗
わ
れ
る
気
が

し
ま
す
。

　
松
代
町
で
も
本
種
の
姿
を
多
く

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
、
こ
の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

セグロ’セキレイ

優
勝
続
出
！

第
五
回
親
善
少
年
剣
道
大
会

　
今
年
で
五
回
目
を
数
え
る
親
善

少
年
剣
道
大
会
が
、
松
代
町
総
合

体
育
館
を
会
場
に
、
十
月
二
十
七

日
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
松
代
剣
道
連
盟

が
、
町
教
育
委
員
会
、
松
代
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後
援
を
得
て
、

近
郷
の
少
年
剣
士
達
の
交
流
を
図

り
、
剣
道
の
振
興
と
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
、
文
化
祭
と
重
な
っ
た

所
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

日
町
管
内
及
び
浦
川
原
よ
り
総
勢

百
四
名
の
少
年
剣
士
達
が
参
加
し

て
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
剣
道
教
室
の
剣
士
達
も
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
地
元
大
会
で

発
輝
す
べ
く
健
闘
の
結
果
、
優
勝

者
二
名
を
始
め
と
し
て
、
入
賞
者

が
続
出
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
．

○
小
学
校
中
学
年
の
部

優
勝
茂
野
収

　
三
位
　
宮
沢
秀
志

三
位
関
谷
俊

○
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
関
谷
　
悟

十
日
町
市
少
年
剣
道
大
会

　
去
る
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に

十
日
町
市
西
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
少
年
剣
道
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
百
二
三
名
の
剣

士
達
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
輝
す
べ
く
熱
戦
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。
松
代
の
剣
道
教
室
の
生

徒
達
も
、
一
試
合
ご
と
に
調
子
を

上
げ
て
入
賞
を
果
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
校
低
学
年
の
部

　
二
位
宮
沢
秀
志

三
位
茂
野
　
　
収

敢
闘
賞
柳
　
　
貴
士

○
小
学
校
高
学
年
の
部

二
位
松
山
恭
平

　
三
　
位
　
菅
井
　
史
郎

○
中
学
校
男
子
の
部

敢
闘
賞
石
口
　
久
司
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良（見て（だ亡し、ンbll窃田・亡ん、窃父亡ん、

　　　ま　り
島田麻莉ちやん

　　5歳
千年　もとしち
（松代保育園）

　　　ともゆき
関谷　知之くん

　　5歳
松代　かまだや
（松代保育園）

　　　はるか
井上陽香ちやん

　　4歳
寺田　なかや
（蒲生保育園）

鶴

国
属
年
金
マ
ス
コ
ッ
ト
の

図
案
を
募
集
し
ま
す

　
新
潟
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ

ん
に
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
も
っ

と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
身
近

な
制
度
と
し
て
よ
く
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
　
『
国
民
年
金
マ

ス
コ
ッ
ト
』
の
図
案
を
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容

　
人
・
動
物
・
植
物
な
ど
を
簡
潔

　
に
、
親
し
み
や
す
く
図
案
化
し

　
た
も
の
。

◆
応
募
資
格

　
年
齢
を
問
わ
ず
新
潟
県
内
に
居

　
住
す
る
人
に
限
る
。

◆
応
募
締
切
日

　
平
成
三
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
応
募
規
定

①
応
募
作
品
は
、
自
作
未
発
表
の

　
も
の
に
限
る
。

②
応
募
は
一
人
五
点
以
内
と
す
る
。

③
応
募
用
紙
は
B
5
版
程
度
と
し
、

　
色
は
四
色
（
白
を
含
む
）
以
内

　
と
す
る
。

④
応
募
作
品
裏
面
に
郵
便
番
号
・

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

　
電
話
番
号
及
び
作
品
の
簡
単
な

　
説
明
を
明
記
す
る
こ
と
。

⑤
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

⑥
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

　
に
帰
属
し
、
補
作
・
補
色
使
用

　
す
る
こ
と
も
あ
る
。

◆
表
彰

　
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
次
の

　
と
お
り
表
彰
す
る
。

①
新
潟
県
知
事
賞

　
　
　
特
　
選
　
　
一
占
｛

②
新
潟
県
国
民
年
金
協
会
長
賞

　
　
　
入
　
選
　
　
数
占
川

　
　
　
佳
　
作
　
　
数
占
｛

◆
入
巻
貝
発
表

　
入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と

　
も
に
、
広
報
紙
「
ね
ん
き
ん
新

　
潟
」
三
月
号
で
発
表
す
る
。

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
一
丁
九
五
〇

　
　
新
潟
市
新
光
町
四
ノ
一

　
　
新
潟
県
民
生
部
国
民
年
金
課

　
　
マ
ス
コ
ッ
ト
募
集
係

　
盈
〇
二
五
ー
二
八
五
－
五
五
一
一

1
　
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

“
あ
な
た
の
情
報
が
事
件
を
解
決
”

　
　
最
近
、
幼
児
等
対
象
と
し
た

　
誘
拐
事
件
を
は
じ
め
、
殺
人
・

　
強
盗
等
の
凶
悪
事
件
が
多
発
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
犯
行
現
場
で
、
不
審
な
人
や

　
車
、
あ
る
い
は
逃
走
し
て
い
く

　
犯
人
を
目
撃
し
た
場
合
は
も
ち

　
ろ
ん
、
犯
罪
に
関
す
る
と
思
わ

　
れ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で

　
も
結
構
で
す
か
ら
是
非
警
察
に

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復

“
事
件
・
事
故
を
見
た
り
聞
い
た
ら

　
す
ぐ
m
番
”

2
、
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
ご

　
協
力
を
ノ
◆

“
あ
っ
こ
の
顔
だ
　
あ
な
た
の

　
ひ
ら
め
き
m
番
”

　
　
指
名
手
配
犯
人
に
似
て
い
る

　
人
を
見
か
け
た
り
、
あ
る
い
は

　
そ
の
よ
う
な
噂
を
耳
に
し
た
場

　
合
は
是
非
と
も
警
察
に
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
．

犯罪授査

≒協力ぎ

邸鰻

毒

／・

霧

グ，ユ

罪ウ

買

●●

く
職
鵬
に
短
く
だ
萄
遷
ソ
ら
琶
勝
ろ
ぽ
誕
職
u
に
嚢
』
踏
薄
お
膨
5
鐘
懲
ろ
縢
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瓢
鞍
鵬
に
癒
縄
だ
翁
萎
し
ら
簸
ひ
繊
厳
綴
麹
鵬
に
灘
癖
、
だ
類
潴
じ
ら
鞍
縢
ろ
罎

悪
質
商
法
に
暑
用
心

　
　
　
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
…

　
　
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に

　
遭
わ
な
い
第
一
歩
は
、
安
易
に

　
契
約
せ
ず
、
は
っ
き
り
と
断
る

　
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
悪
質
業

　
者
は
あ
の
手
こ
の
手
の
「
甘
い

　
誘
い
」
で
誘
っ
て
き
ま
す
。

　
　
し
ま
っ
た
と
気
が
つ
い
た
ら
、

　
ま
ず
相
談
、
解
約
等
の
手
続
き

　
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
被
害

　
は
少
な
く
、
被
害
の
回
復
も
可

　
能
に
な
り
ま
す
。

◎
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

11

月
は
、
雇
用
保
険

　
た
め
の
3
か
条

①
も
う
か
り
ま
す
　
そ
ん
な
言
葉

　
に
　
ご
用
・
心

②
迷
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず

　
ま
ず
相
談

③
勇
気
を
も
っ
て
　
は
っ
き
り
言

　
お
う
　
「
い
り
ま
せ
ん
」

　
　
悪
質
商
法
の
相
談
は

　
　
　
安
塚
警
察
署
防
犯
課

　
　
　
警
察
本
部
総
合
相
談
室

　
暦
0
2
5
1

　
　
　
　
2
8
3
i
9
1
1
0

“
さ
わ
や
か
受
給
”
推
進
月
間

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
事

業
所
を
退
職
し
、
働
く
意
思
、
能

力
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
仕
事
が

見
つ
か
ら
な
い
と
き
に
、
再
就
職

の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
働
く
意
欲
が
な

い
方
や
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
、

ま
た
就
職
、
就
労
を
行
っ
た
場
合

は
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
内
職
等

働
い
た
場
合
は
正
し
く
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
申
告
を
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
不
正
受
給
と
し
て
厳
し
い

処
分
を
受
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
雇
用
保
険
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
不
正
受
給
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

響欄叡聯鮒繋い蝶勲“”燗1熈鷺酬叡“聯聴酬“鰍“翻“饗響齢”融聯酬叡“噛彫””納㈱副鰍〔拗翻脚酬僻解囎嚇“響鰍鰍一鰹
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1遷なηま極た。　　　　　　　　　　　鞍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧

1卿磐髄ちろん、住民傷紬癖川灘　日額49184円　l
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器一…一一一…一論一……一…一一一一一一一一諌転一…一…一一㌫一一”　…一一一……一…一…一鯉璽

り
一
…
｝
8
畠
一
…
．
…
一
－
冒
一
…
…
．
…
一
一
〕
．
…
≡
8
…
≡
－
…
≡
一
昌
一
…
一
…
＝
一
．
…
一
一
曽
一
…
一
一
冒
8
…
≡
曹
…
一
7
…
＝
Σ
一
…
曹
（
一
一
＝
7
…
＝
7
…
≡
8
…
…
一
…
＝
三
一
…
・
…
一
三
…
7
…
≡
・
…
昂

㎜
応
援
し
ま
す
ゆ
と
り
あ
る
人
生
　
㎜

…
　
小
規
模
企
業
共
済
㎜

凹
一
一
一
一
一
一
…
≡
薗
…
一
＝
．
…
≡
8
…
…
．
…
…
置
≡
…
一
…
≡
一
畠
＝
一
〕
．
…
…
．
≡
＝
7
…
－
一
Σ
≡
一
》
曹
≡
…
・
…
＝
7
…
＝
一
・
…
一
一
7
…
一
一
7
…
…
■
≡
…
ム
一
一
一
－
Σ
一
一
＝
〕
・
昌
一
－
一
Σ
一
≡
7
…
一
7
・
…
一
景

　
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、

い
わ
ば
国
が
つ
く
っ
た
事
業
主
の

退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
で
あ

る
あ
な
た
が
第
一
線
を
退
い
た
と

き
な
ど
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金

は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節
税

を
し
な
が
ら
財
産
、
、
つ
く
り
の
お
役

に
立
ち
ま
す
．

　
こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

最
寄
り
の
市
町
村
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
・
中
小
企
業
団
体
中
央

会
・
金
融
機
関
又
は
中
小
企
業
事

業
団
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方

々
が
、
当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も

の
で
す
．

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど

の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合

わ
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不

明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
上
陸
港
が

新
潟
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

〒
蜘
新
潟
市
竜
が
島
一
－
五
－
四

　
　
　
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

盈
0
2
5
1
2
4
4
1
9
3
1
4
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♂
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麟
誉
濯
曝
ま
・
粛

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
専
門
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見
に
よ
り
町

お
こ
し
を
や
っ
て
い
る
市
町
村
も

あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
、
一
時
的
に
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
も
長
続
き
せ
ず
、
悲
惨

な
状
熊
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
町
お
こ

し
が
上
か
ら
の
押
し
つ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
、
住
民
や
地
域
に
な
じ

ま
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
永
続
性
の
あ
る
も
の
、
男
性
多

数
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
も
の

な
ど
は
、
確
か
に
理
想
で
は
あ
り

ま
す
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
言

え
ど
も
中
々
結
論
の
出
る
問
題
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰
の
萩
原

茂
裕
さ
ん
は

「
町
づ
く
り
で
成
功
し
て
い
る
市

町
村
の
、
そ
の
べ
ー
ス
に
あ
る
も

の
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
町
づ

く
り
は
人
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
企
業
は
人
な
り
、
あ
る
い

は
、
組
織
は
人
な
り
と
い
い
ま
す

が
、
町
づ
く
り
に
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
の
で
す
。
今
は
、
ど
ん
な

町
に
も
立
派
な
運
動
施
設
や
文
化

会
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
の
心

が
な
け
れ
ば
、
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
一
人
一

人
が
感
謝
の
心
を
持
て
ば
、
そ
の

施
設
は
何
十
倍
の
価
値
を
生
み
出

し
、
本
当
に
生
か
さ
れ
て
使
わ
れ

る
の
で
す
。

　
心
の
角
度
を
変
え
て
自
分
の
町

を
眺
め
、
そ
の
町
で
生
き
て
い
る

こ
と
に
感
謝
す
る
人
た
ち
が
増
え

れ
ば
、
町
は
伸
び
て
い
き
ま
す
。

町
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
道
路
や

建
物
を
造
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
そ
れ
よ
り
も
心
の
角
度
を
変

え
て
町
を
眺
め
て
見
る
こ
と
な
ん

で
す
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
確
か
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
お
願
い
す
れ
ば
、
町
お
こ
し

の
ヒ
ン
ト
も
多
少
は
得
ら
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

よ
り
も
住
民
の
皆
さ
ん
が
心
の
角

度
を
変
え
て
、
町
お
こ
し
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
し
、

そ
の
こ
と
が
町
お
こ
し
の
第
一
歩

と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
　
「
だ

め
だ
、
だ
め
だ
」
と
い
う
考
え
や
、

人
に
頼
る
気
持
ち
か
ら
は
何
も
で

て
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
地
域
の
こ

と
は
自
分
で
考
え
、
　
「
だ
め
な
も

の
、
や
っ
か
い
な
も
の
、
じ
ゃ
ま

な
も
の
」
を
、
逆
に
売
り
出
す
く

ら
い
の
発
想
が
町
お
こ
し
に
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
力

は
弱
い
も
の
で
す
が
、
同
じ
考
え

の
人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
行
政
が
い

ろ
い
ろ
な
形
で
協
力
し
て
い
く
と

い
う
の
が
本
来
の
町
お
こ
し
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、
当
町
に
も
い
く
つ
か
の
町

お
こ
し
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
輪
が
さ
ら
に
大
き

く
広
が
り
、
ま
た
、
新
た
な
町
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
結
成
さ
れ

る
こ
と
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

戸
籍
の
窓
口

　
（
9
凋
％
日
奮
襲
0
月
茄
日
受
付
）

　
げ
ん
き
な
良
騨
等
臓
｛
出
生
）

　
　
ゆ
ず
は

橘
澤
柚
葉
．
嚢
竜
彦
・
な
つ
子
さ
ん

　
〈
長
女
・
松
代
・
ぐ
み
ざ
わ
〉

　
　
し
ん
　
た
ろ
う

高
澤
慎
太
郎
。
や
ん
昭
夫
・
厚
子
讃

　
　
（
長
男
・
松
代
・
高
沢
維
）

寺
崎
曲
灘
。
欝
松
太
郎
・
淑
子
さ
ん

　
　
　
（
2
女
・
桐
山
・
向
林
）

　
　
ゆ
う
き

相
沢
祐
樹
ち
や
ん
勇
・
美
由
起
さ
ん

　
　
（
2
男
・
太
平
・
兵
ぜ
ん
〉

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
　
と
き
さ
ん
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
菅
刈
・
榎
）

ll

）

　●

ヒ　　　　　　　　　94

　　　　’　　　　’
”　　　　　　　　　　9
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全
国
集
会
に
参
加
し
て

麟
鰐
・

　
F
　
■

柳

健

　
先
日
（
九
月
二
十
日
～
二
十
二

日
）
、
岩
手
県
滝
沢
村
の
国
立
岩
手

青
年
の
家
で
、
第
十
五
回
・
学
ぶ

青
年
全
国
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
部
省
が
主
催
し
、
毎

馨臨、一，懸濫藤羅
，耀・購・鰻饗灘鴨響
　　　禰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菟

撒灘　　　録　　　　　　　　　　　　　　　　　、妬
鞭灘　　　慧　　　　　　　　・州　・　　　　　　　、

▲　参加者八幡平にて（中央が柳　健一さん）

さ
ん
（
千
年
）

年
会
場
を
持
ち
回
り
し
て
行
わ
れ

る
事
業
で
、
青
年
交
流
会
で
い
え

ば
国
内
で
最
高
の
行
事
で
す
。
全

国
か
ら
約
三
百
名
の
若
者
が
集
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
発
表
し
合
い
、

そ
れ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
’

を
出
し
合
う
場
所
で
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
集
会
の
内
容
に
つ
い
て

一
部
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
今
年
の
テ
ー
マ
で
す
が
、

「
国
際
社
会
に
お
け
る
地
域
青
年

の
役
割
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

開
会
式
で
、
代
表
者
よ
り
こ
の
行

事
の
目
的
に
関
し
、
「
全
国
の
青
年

リ
ー
ダ
ー
が
国
際
社
会
の
一
員
と

し
て
の
役
割
を
考
え
、
ま
た
、
情

報
交
換
等
を
通
じ
連
帯
感
を
深
め

て
、
活
力
に
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次

に
分
科
会
（
研
究
協
議
会
）
で
す

が
、
こ
れ
は
四
分
野
に
分
か
れ
て

の
協
議
会
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
①

国
際
協
力
、
国
際
交
流
。
②
地
域

お
こ
し
の
工
夫
。
③
恋
愛
と
結
婚
、

仕
事
と
レ
ジ
ャ
ー
。
④
青
年
団
活

動
。
）
私
は
、
地
域
お
こ
し
の
工
夫

と
い
う
こ
と
で
、
各
県
代
表
者
の

地
域
お
こ
し
の
現
状
報
告
を
聞
き
、

も
ち
ろ
ん
我
が
松
代
町
の
報
告
も

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
討
論
会

で
は
、
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
何

人
か
が
意
見
を
発
表
し
、
聴
衆
が

質
問
し
討
論
す
る
と
い
う
形
式
で
、

長
時
間
に
わ
た
り
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

自
分
の
納
得
の
い
く
も
の
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ど
の
地
域
で
も

若
者
は
同
じ
悩
み
を
持
ち
、
そ
れ

を
ま
た
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
、
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
現
地
研
修
、
記
念
講

演
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
消
化
し
て

き
ま
し
た
。
原
稿
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
そ
ろ
そ
ろ
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
全
体
を
通
じ
て
、
や

っ
ぱ
り
全
国
各
地
に
心
の
通
じ
合

う
仲
間
が
た
く
さ
ん
出
来
た
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
し
、
も
っ
と
交

流
を
深
め
、
新
潟
県
、
そ
し
て
松

代
町
の
良
さ
を
伝
え
て
、
そ
れ
を

地
元
の
活
力
と
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

⑱
　
㊨

　
　
　
　
㊧
　
㊥

　
今
年
も
雨
に
白
い
も
の
が
混
じ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

時
に
は
、
あ
っ
た
か
～
い
お
風
呂

に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
、
熱
燗
と
っ

く
り
の
首
で
も
傾
げ
な
が
ら
一
日

の
疲
れ
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

　
熱
燗
と
言
え
ば
、
新
潟
県
は
寒

梅
、
白
梅
な
ど
で
有
名
な
酒
ど
こ

ろ
で
す
。
昨
年
の
成
人
一
人
当
た

り
の
飲
酒
量
は
約
三
十
二
尼
（
一

升
ビ
ン
で
十
八
本
）
、
全
国
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
酔
っ
払

い
天
国
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
が
、
生
産
量
は
六

万
七
千
冠
（
一
升
ビ
ン
で
三
千
七

百
万
本
）
で
、
全
国
シ
ェ
ア
の
五

％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
意
外
な
感

じ
も
し
ま
す
が
、
当
町
に
お
ら
れ

る
杜
氏
の
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
県

外
に
出
稼
ぎ
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
納
得
で
き
ま
す
。
今
年
も
、

そ
の
出
稼
ぎ
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。　

お
酒
を
た
し
な
む
方
、
霜
降
り

の
レ
バ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
出
稼
ぎ
に
行
か

れ
る
方
、
お
元
気
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
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塩
一
・

叉
　
’
・

　
　
　
　
　
　
識

　
　
　
　
　
　
銭

　
　
芸
　
・
．

ノ

　
　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ら
み

近
道
を
し
て
た
ち
ま
ち
に
草
臥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
　
　
は
　
さ
　
ば

雨
に
濡
れ
稲
架
場
の
下
の
膨
れ
籾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
べ

ど
こ
ま
で
も
続
く
稲
架
道
野
辺
送

り
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

倒
伏
の
稲
を
手
刈
り
の
老
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

　
　
　
ま

白
萩
を
誉
め
つ
つ
辞
す
る
女
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

炉
を
開
く
峰
の
松
風
渡
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
　
り
　
　
。
●

懸物喀1衿
　面村　泉　⑩

囑
醗
、
。
．

よ
は
あ

ち
や
ん

　二
蜴N

逝ぎ・

畠沼

遠
く
へ
は
行
か
ぬ
水
辺
の
赤
と
ん

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
世
香

減
収
の
籾
に
夜
な
べ
の
疲
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

結
婚
式
な
ぜ
か
涙
の
に
じ
む
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

秋
日
和
良
寛
偲
ぶ
五
合
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

絡
み
つ
つ
藤
豆
の
花
高
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

田
を
巡
る
我
に
つ
き
く
る
赤
と
ん

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

あ
き
　
つ
い
り

秋
徽
雨
道
路
工
事
の
は
か
ど
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
さ

一
と
風
に
児
童
手
懸
け
し
稲
架
倒

る
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

コ
ス
モ
ス
に
風
澄
む
朝
の
チ
ャ
イ

ム
鳴
る
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

稲
埃
肩
に
晩
餉
の
買
い
出
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
び

　
パ
　
　
　
　
　
　
ヨ

・
～
諮慌

⑤

調
は
お
ん

　
　
ち
、
勺
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
’
　
8

　
　
　
　
、
喝

－
歳
繍
、

猫
じ
ゃ
ら
し
背
丈
揃
え
て
ゆ
れ
に

け
り
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

栗
抱
い
て
リ
ス
が
ふ
り
む
く
木
の

葉
蔭
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

孫
二
人
ゐ
る
賑
わ
い
の
き
の
こ
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
は
　
は

敬
老
日
亡
母
の
肩
揉
む
夢
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

短
歌
子
の
婚
約

　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
和
作

　
　
　
　
　
き
ゆ
う
り

妻
の
植
え
し
胡
瓜
青
々
と
今
日
は

子
の
嫁
と
そ
の
親
迎
え
る
日
な
り

病
む
母
の
耳
に
口
よ
せ
子
の
婚
約

告
げ
た
り
そ
の
日
の
き
ま
り
し
こ
と
も

と
こ
し
え
　
　
え
に
し

永
遠
の
縁
に
あ
れ
よ
わ
れ
の
子
は

よ
き
妻
得
た
り
そ
の
名
は
和
子

　　　　　　　ヤ
　　　　ま欝彰

　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　』　〔　・

　
中
国
か
ら
は
い
っ
た
落
葉
低
木
。

観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
今
年
の
伸
び
た
枝
の

葉
腋
に
五
弁
花
を
つ
け
る
が
、
朝

開
い
た
花
は
夕
刻
に
は
し
ぼ
む
。

　
近
年
、
中
国
製
の
水
虫
薬
が
話

題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
こ
の
ム
ク
ゲ
の
樹
皮
か
ら
と
っ

た
エ
キ
ス
に
、
サ
ル
チ
ル
酸
ソ
ー

ダ
を
加
え
た
も
の
で
、
水
虫
薬
の

主
役
だ
そ
う
で
あ
る
。

δ
9
●

と　こ

妻の
は秋
大に
根新
の世
種帯
を持
まつ
く子
なの
り分
　も

　　　〔
二二ニヨ，

ー
　
　
匠

亀｛
　
　
　
　
　
、

諫馨
父あ末ば

　　　コ　だ　モ
1tも
　　　　　　　ノ　　　　　　　　脅
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